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令和6年4月号JYONAN通信
この『JYONAN通信』は皆さまと弊社とのご縁を大切にしていきたい 今後もなんらかお付合いが続けていただけたらと思い作らせていただきました

お時間があるときにでもお読みいただければ光栄です かゆいところに手が届く建築屋でありたい…(株)城南組の取締役 寄本 猛です

４月から始まりました。

先生の働き方改革で顧問が付かなくなり、部活がやりづらくなる！
演劇部は廃部になりそうだ！

「働き方改革」教育現場で
青少年の育成の一環で、近畿地方や福井地域の中高生に関わることが最近多いのですが
先日、奈良地域の研修会に参加させていただき
奈良県の公立高校の演劇部の発表を観劇させていただきました。

そんな内容で、高校生とは思えないくらい見事な演技でした。
目頭が熱くなり、会場内から鼻をすする人が多くいました。
学校の中でメジャーじゃないクラブ（主に文化部）は、あまり皆にその存在や活動を知られておらず
どちらかと言うと運動部の方が、強くなくてもその存在や認知度は高い。特に野球部やサッカー部は
全国大会が1回戦からテレビで放映され多くのスポーツファンの楽しみでもあります。
私は高校時代、バスケットボールで運動部の方ですが、入部した1年では先輩はベスト8でしたが
学校では特にそれぐらいでは気にかけてもらっているとは感じませんでした。
でも、野球部は1、2回戦で負けるのになぜか学校を挙げて、ブラスバンド部や父兄会やら
生徒にも声がかけられ校長ももちろん応援に行く。その夜には地域のテレビのスポーツニュースに流れ
翌日の新聞の地方欄にも載る。格差を感じていました。

話を戻しますが、その高校の演劇部の顧問の先生が
「働き方改革」によって居なくなるかもしれない？
顧問のいない部活には予算がつかない、練習場所も与えてもらえなくなる？
演劇部って何にお金がかかるの？音響装置・照明設備・舞台装置や衣装と
結構維持管理費が必要なので、それらを部員たちで部費を集めないといけなくなる。
公立高校の先生は移動がある（よっぽどでない限り顧問は代わる）などなど
今、教育現場でもその「働き方改革」で、先生の勤務時間外や土日の出勤が制限される。
顧問が同行できない土日の活動には参加されなくなったり、やむを得ず土日出勤されたら
次週の平日で代休を取らなければならない学校もある現実を聞き取りしました。
授業を代わりの先生に頼むわけにもいかない、代わりの先生はおられない
だから土日の活動には行けない。なので生徒も参加させられない、そんな状況が起こっています。
運動部は特に、土日の練習や試合、遠征などで土日は貴重な活動日ですが
顧問の先生や指導者への待遇はどうされているんでしょうね？
私立と公立校によっても違いもあり
様々なようですが、少なくともこの「働き方改革」によって
問題を抱えている学校はたくさんあると思います。
今後部活の顧問や指導者は外部からという話もありますが
皆がボランティアではあるまいし、人件費にお金がかかる話です。
生徒さんは希望校への進学をめざした勉強ももちろん大切ですが
将来社会に出る準備、社会に順応できる人
活躍できる人、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟを取れる人を育てたい。
この学生時代にあらゆる学業以外に学べる機会を私たち社会に出ている者が
提供しようと思っていますが、そこに壁があります！
いつも生徒さんを見て思いますが、生徒さんは純粋に学校以外での学びを
受け入れようとしてくれていますが、そこに壁があります！！

次世代を担ってくれる今の若者を活かすのは
先に生きる私たちの務めだと思います。
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